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「これは牛のくつ」―。

宇助さんが取り出したのはわらで編んだ牛の「く

つ」。この「くつ」は宇助さんが、山の上にある自宅

から松阪駅まで、歩いて出荷していた牛に履かせて

いたという。

長い道のりを歩く牛に何かあっては大変、という

農家の思いからだといい、出荷の前日には水に浸し、

柔らかくした上で４本の足に履かせていた。

匠匠ををたたずずねねてて２２
このコーナーでは「松阪牛のふるさと」といわれる飯南町で、古くから

松阪牛の肥育に力を注いでいる人たちを連載で紹介しています。

森森本本 宇宇助助ささんん（（８８８８））

松松阪阪市市飯飯南南町町深深野野（（そそのの２２））

当時、農耕で人々とともに働いていた牛は、言うこと

を良く聞き、足をトントンと手で叩くと、足を上げ、

おとなしくわらじを履かせたという。

出荷のために牛を連れて家を出るのは決まって夜明

け前。「暑うなると、牛がかわいそうやて、親父に言わ

れましてな」。父親の故・竹五郎さんは牛に関してはと

ても厳しい人で、妥協は許さなかった。

宇助さんは提灯を下げ、牛の足に「くつ」を履かせ、

暗闇をかき分けるようにしながら、ゆっくりゆっくり、

坂道を下った。

特に冬の坂道は辛かった。「凍てた坂道は滑る。背中

で牛を支えるようにして下ったもんや」。中には、途中

で歩くのを嫌がる牛もおり、涙を流したことも。

「野良仕事をしとるおばさんが、かき餅をポケットに

ねじ込んでくれてな、がんばらなあかん、と励まして

くれたもんや」。今でもこのときのかき餅の味は忘れら

れないという。 つづく

シールに印字された10ケタの個体識別番号で松阪牛の血統や農家の情報、

移動履歴などを知ることができます。

皆さまに安全で安心な松阪牛をお届けする証を目印にお買い求めください。
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